
            １月給食費引き落とし

             1月6日(金)・20(金) ゆうちょ銀行より引き落としになります。

 あけましておめでとうございます。 

 本年も、おたよりを通して、学校での食育の取組や情報などをお知らせしていきたいと思います。             

どうぞよろしくお願いいたします。1月には全国学校給食週間があります。子どもの頃の給食の様

子や印象に残っている出来事など、親子で昔と今の給食について話合ってみるのもよいでしょう。 

給食だより  
平成29年 

練馬区立南町小学校 
 

 山口県の郷土料理です。冬においしくなる大根を使います。「けん

ちょう煮」「けんちょう炊き」ともよばれ、もともとはお寺の精進料理で

した。いつしか家庭でも作られ、肉まで入れる具だくさんの汁物にな

りました。味がしみ込むほどおいしくなるので、まとめてたくさん作り、

煮返しながら数日間食べます。 

作ってみませんか  

 日本で最初の学校給食は、明治22(1889)年、現在の山形県鶴岡市にあった私立忠愛小学

校でお弁当を持ってこられない子どもたのために無償で提供されたのが始まりとなっています。 

戦前は主に健全な発育のために給食が提供されていましたが、近年の給食は、給食を生きた

教材として使い教育活動の一環としても位置づけられています。 

 学校給食は、栄養のバランスのとれた食事によって子どもたちの成長を支え、食べて味わう

「生きた教材」として １．望ましい食事のとり方の手本となる。２．思いやりや社会性を身につけ

る。３．自然の恵みや勤労に感謝する。４．さまざまな地域の食文化を知り伝統を未来に伝える

などの役割があります。 そして ５．食べることを通して社会のしくみを学んでいきます。 

 全国学校給食週間は、このような学校給食の意義や役割について理解を深め、           

関心を高めてもらうために行われています。 

1月号 

 平成17(2005)年の食育基本法成立後は、地場産物の活用や伝統的な郷

土料理、季節ごとの行事食なども取り入れながら、栄養面だけでなく、食べる

ことを通して社会を学び、また思いやりや感謝する心を育んでいくなど、子ど

もたちの心も豊かにしていくような給食が目指されています。 


